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1	 ま え が き

自動車産業とその関連産業は，環境にやさしい車
づくりを目指して研究と開発に取り組んでいる。こ
れらの研究・開発を効率化し，開発競争の激化に勝
ち抜くためには，目的に合った最適な試験設備の導
入が必要とされている。
当社が1975年に国内でフルターンキー（一括発
注）工事を始めてから約40年が過ぎた。当社は長年
にわたりダイナモメータシステムメーカとして築き
上げてきた実績と豊富な経験を基に，建築及び試験
設備を含めたトータルシステムエンジニアリング
メーカとしてお客様に評価をいただいている。
本稿では，当社が行う国内フルターンキー工事の
特長・実績に加え，フルターンキー工事の施工例と
しての試験設備，更に実際の概略計画立案から実施
計画立案を紹介する。

2	 フ ル タ ー ン キ ー 工 事 の 特 長

ダイナモメータ，試験設備及び建築を分離発注す
る場合と比較して，フルターンキー工事には以下の
特長がある。
⑴ 総合品質一括保証が可能　　分離発注の場合，お
客様主導によるダイナモメータを含む試験設備と建
築の各社間のインタフェースが必要となり，問題発
生時の対処と原因の特定は困難で，解決に時間を要
する。フルターンキー工事の場合，各社間のインタ
フェースが不要で，仮に問題が発生した場合でも原
因の特定が容易で，当社が総合保証の責任を負うた
め，お客様のリスクは少ない。
⑵ ダイナモメータを含む試験設備と建築で最適な
総合システムの構築が可能　　当社のシステムエン
ジニアを中心にそれぞれの専門技術者が参加するこ
とで設計と施工品質の統一ができ，総合システムと
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当社は，ダイナモメータを中心とする試験室設備及び建築ま

で含めた実験棟全体を計画・設計施工するトータルシステムエ

ンジニアリングメーカとして国内に多くの納入実績がある。

建築から試験設備を完成させるために必要な工事を一括して

責任施工し，お客様は鍵を回す（ターンキー）だけで実験設備

が全て（フル）稼動できるように，お客様の目的や要求に合わ

せて当社が計画立案から完成引き渡しまで一括で対応する。

フルターンキー工事（建築・設備一括発注）の中心となる試

験室設備を中心に，取り組みの実績と実験棟の計画立案につい

て紹介する。
実験棟
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して最適化することができる。
⑶ お客様総合コストの縮減　　お客様の管理工
数・各社間の調整打ち合わせ工数・説明書類作成 
工数などがなくなり，お客様の総合コストを縮減で
きる。
⑷ 工期短縮　　分離発注の場合は，各社間の工程・
配置・官庁手続き及び官庁検査に関する取り合いが
生じ，工程変更・工期変更に柔軟に対応できないな
どの問題がある。一方，フルターンキー工事は取り

合い調整が無く，工程変更に迅速な対応ができる。
一括施工による工期短縮施工方法の提案ができる。
研究開発棟・実験棟の仕様は一般のビル建設と

は異なり，ダイナモメータと試験設備の要求仕様に
よって決定される。そのためダイナモメータや試験
設備に関する知識と理解が不可欠で，当社が建築ま
で一括で取り組む優位性もそこにある。第	1	図に実
験棟の外観を，第	2	図に平面図を示す。

3	 フ ル タ ー ン キ ー 工 事 の 実 績

第	3	図にフルターンキーの施工実績を示す。当
社には1975年以降，国内外で多くのフルターン
キー工事の実績がある。
長年培ってきたエンジニアリング力で，お客様と

の信頼関係を構築し，ご要望に迅速に対応できる体
制を確立している。

4	 試 験 設 備 の 紹 介

研究開発棟・実験棟は，建築・試験装置・試験室
設備から構成される。以下に主な試験設備を紹介 
する。

4.1	 音響試験設備（無響室）
自動車の研究開発に必要な評価として「音」が挙

げられる。その「音」を精密，かつ正確に測定する
ために必要な音響試験設備が「無響室」である。「無
響室」は自由音場を実現させるために，壁・天井・
床を吸音性の高い構造物で囲われた部屋で，測定対
象物が発生させる音の音圧と周波数を精密に測定す
るものである。第	1	表に無響室の種類と性能比較
を，第	4	図に無響室のイメージを示す。

4.2	 環境試験設備
自動車は寒冷地から赤道直下の熱帯まで，また標

高4000mを超える山岳地帯でも使用される。その
ため自動車の性能確保には，様々な環境条件で評価
する必要がある。
環境試験設備は，車両・エンジン・ミッションな

第	1	図 実験棟外観

実験棟の施工例を示す。

第	2	図 実験棟平面図

実験棟の平面図を示す。
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どの周囲環境の温度・湿度をコントロールするだけ
でなく高地（低圧）環境を再現するほかに，日射装
置・路面ふく射装置・降雨装置・降雪装置を取り付
けることで様々な気象条件を再現できる。第	2	表
に環境試験設備の仕様比較を示す。

4.3	 電波シールド室・電波暗室
電波シールド室・電波暗室は，電子化が進む自動
車の外部電波耐性（自身の誤動作防止）及び放射妨
害ノイズ（他機器への影響）の研究・開発・検証用
設備である。

大形物件の実績
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  品
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1975

1980

1985

1990

1994

海外無響室

（国内のターゲットは部品メーカ）

環境試験室 風洞実験室
高低温室

減圧室
電波シールド・電波暗室

国内でのノウハウを活用した
エンジニアリング・設計・施工業務

1995年 自動車メーカ　電波試験設備
1996年 部品メーカ
 無響シャシ室・エンジン実験棟
1996年 部品メーカ　エンジン実験棟             
1997年 部品メーカ　低温無響実験棟
 石油産業活性化センター　実験棟新設
1998年 部品メーカ　エンジン実験棟
1999年 部品メーカ　車両実験棟
2003年 独立行政法人産業技術総合研究所
 研究開発センター
2005年 自動車メーカ　車両実験工場
2006年 自動車メーカ　大型実車電波暗室棟
2008年 自動車メーカ　エンジン実験棟
2003年 自動車メーカ　大型排ガスＣＤ実験棟
2015年 自動車メーカ　騒音実験棟

第	3	図 フルターンキーの施工実績

1975年からのフルターンキー物件の納入実績を示す。

第	1	表 無響室の種類と性能比較

無響室の種類と無響室で使用する吸音体の違いによる性能比較を示し，仕
様例を紹介しながら無響室としての優劣を比較した。

項目 無響室A 無響室B 無響室C

吸
音
性
能

材質 グラスウール製
くさび

ウレタン製くさ
び

グラスウール製
平板

最小遮断周
波数

〜 315Hz 315Hz 〜 315Hz 〜

逆二乗則精
度

＋/−1dB ＋/−2dB ＋/−2dB

逆二乗則成
立範囲

※室内容積によ
る

※室内容積によ
る

※室内容積によ
る

遮
音
性
能

設備全停止
暗騒音

試験室外部の騒
音・振動値によ
り，遮音材選定

同左 同左

空調換気設
備運転時暗
騒音

55dB(A)以下 同左又は音響測
定時停止

同左

排ガス誘引
設備運転時
暗騒音

55dB(A)以下 同左 同左

車両冷却
ファン運転
時暗騒音

音響測定時は， 
ファン停止
又は試験室外に
移動

同左 同左

ダイナモ
メータ運転
時暗騒音

52dB(A)以下
at 50km/h
58dB(A)以下
at 100km/h

62dB(A)以下
at 50km/h
68dB(A)以下
at 100km/h

同左

試験目的 ・車外騒音測定
・車内騒音測定
・NVH測定※1

・車内騒音測定
・NVH測定

・車内騒音測定
・NVH測定

音響性能 優 良 良

注．※1．車の騒音，振動及び乗り心地の測定

第	4	図 エンジン無響室イメージ

エンジン無響室のイメージ図を示す。
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電波シールド室は，内部発生電波を外部に出さ
ず，外部からの雑電波を遮断する性能を有する。
電波暗室は，上記電波シールド室に内部発生電波

を吸収する電波吸収体を設置し，内部での電波反射
を極力少なくした実験設備であり，被測定物からの
直接波を測定できる。
電波暗室に設置するダイナモメータは，試験の特

殊性から通常のシャシダイナモメータと被試験車両
が360度回転し，全方位から試験できるターンテー
ブル式シャシダイナモメータがあり，電波暗室を含
めた被測定物に対して効率の良い試験環境・設備を
提供できる。

5	 研究開発棟・実験棟の計画立案

第	5	図に研究開発棟・実験棟の計画立案フロー
を示す。研究開発棟や実験棟の計画立案の過程は大
きく⑴概略計画立案，⑵基本計画立案，⑶実施計
画立案の3つに区分される。
⑴ 概略計画立案　　計画立案の初期段階であり，
お客様に必要な研究・実験・試験などの内容を把握
し，その上でお客様の使い勝手を考慮しながら立案
する。
その中で，お客様の観点から見た要求事項だけで

なく，「各種法令・条令」や「敷地の形状・インフ
ラ」などの規制事項も十分に検討した上で，最適な
案を提案する。複数案を提案し，比較表とともにお

客様に提示する。
⑵ 基本計画立案　　複数の概略計画案に基づき，
お客様と綿密な打ち合わせを行い，最適な計画をお
客様とともに立案し，計画を絞っていく。
この段階では，概算コストと仕様を比較して実現

可能な計画に調整するため，検討の過程でお客様の
要求事項に優先順位をつけることがある。
⑶ 実施計画立案　　最終段階として行う実施計画
の中心は，計画に不測の事態を生じさせないための
再確認と最適コストの算出である。
計画に対し許認可申請が必要な場合は関係諸官庁

と事前協議を始め，計画の根拠となる設計を詳細段
階まで行うなど，基本計画を実現化するための最終
確認を行い，かつ計画に必要なコストを算出する。
実施計画がお客様に承認されると，計画が現実の

ものとして動き出す。

第	5	図 研究開発棟・実験棟の計画立案フロー

研究開発棟・実験棟建設計画の流れを示す。（1）概略計画立案，（2）基本
計画立案，（3）実施計画立案に分けて各立案での要求・検討項目を記して
いる。

（1） 概略計画立案

お客様から要求事項の提示
・研究設備
・実験設備
・試験設備

概略案の立案と選定
・試験や機器の仕様
・運用方法
・メンテナンス
・法規制 
・敷地条件ほか

概略計画案提出

（2） 基本計画立案

お客様とともに概略計画案を検証し，
最適な計画を立案
・概算コストと仕様の比較検討
・お客様要求事項の優先順位

（3） 実施計画立案

基本計画を実現化するための再確認
・諸官庁事前協議
・計画の根拠設計
・ミニマムコストの算出

第	2	表 環境試験設備の仕様比較

気象条件に対する装置項目を分類し，各環境試験設備の仕様例を比較する。

項目 高温環境試験室 低温環境装置 全天候環境装置
試験室温度

（℃）
＋15〜＋60 −40〜＋10 −40〜＋55

試験室湿度
（％ RH）

30〜95 − ＋5℃以上で
30〜90

風速（km/h） 0〜150 0〜120 0〜150
日射 ○ △ ○
路面輻射 ○ △ ○
降雨 ○ − ○
降雪 − ○ ○
減圧（kPa） 101.3〜50（標高：0〜5000m相当）
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6	 む す び

国内フルターンキー工事に対する当社の取り組
みを紹介した。
今後もトータルシステムエンジニアリングメーカ
として，お客様にご満足いただけるフルターンキー
工事を提供できるよう努力していく所存である。

・	本論文に記載されている会社名・製品名などは，それぞれの	
会社の商標又は登録商標である。	
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